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総脱･報告

1)江原昭善く1986):現代社会とスポーツ｡都

道府県市町村社会体育全国大会｡文部省体育

局主健｡

2)江原昭善(1986):｢家畜化｣概念はホミニ

ゼ-ションにどこまで適用できるか｡日本晴

乳規学会シンポジウム｡

8)江原昭菩(19.87):人類｡文化人類学事典,

889-891.弘文堂｡

4)江原昭善(1987):霊長類 ･霊長類学｡文化

人叛学事典,831-833.弘文堂｡

5)江原昭善(1986):岨喝システムとホミニゼ

-ション｡文部省特定研究 ｢岨喝システム｣

昭和61年度シンポジウム｡

6)江原昭善(1986):揺れ動く人類起源論｡ア

フリカ学会中部支部例会｡

7)江原昭善(1987):人間性の起源と進化｡日

本放送出版協会｡

8)相見 満(1987):パンダに滅ぼされた人類

の祖先｡ウ-タン,6(4):30-35.

9)瀬戸口烈司(1986):古生物学からみた分子

時計の問題点｡霊長類研究,2:5-8.

10)瀬戸口烈司(1986):｢歯の比較解剖学｣
(後藤仁敏,大泰司紀之編),医歯薬出版,

東京,pp.267(共著)｡

学会発表

1)相見 満(1986):コノハザルの分布の展開

- スマトラでの例｡ 第2回日本霊長放学会

大会｡

2)相見 満(1986):スマトラのコノハザルの

分布の展開一 毛色の変異を中心として｡第

40回日本人輔学会日本民族学会連合大会｡

8)ぬ戸口烈司(1986):南米サル化石の地質年

代｡苅2回日本詔長類学会大会｡

4)淑戸口烈司(1986):南米サルの中新世にお

ける適応放散｡第40回日本人類学会日本民族

学合連合大会｡

ニホンザル野外観察施設

岩本光雄(施設長･兼)'東 滋 ･渡辺邦夫

本施設の運営は上記3教官のほか,川村俊蔵 ･

和田一雄 ･鈴木 晃によって進められた｡昭和61

年度の各ステーション関係の状況は次の通りであ

る｡

1.幸島観察所

幸畠の群れは昭和23年以釆の蓄積された望料を

もとに野外観察施設の中では独自の位碇を占めて

いる｡今年度は室山によるグルーミング関係の研

究,官藤による群れの統合度の研究(いずれも詔

長研大学院生)などが行われた｡この8年間ほど

は春先から夏にかけて,砂が島との間に堆積し,

地続きになる状態がつづいている｡例年夏の台風

によってその状態が解消されるが,観光客がこの

期間どんどん島へ歩いて渡れるため,サル番を出

して監視している｡またマキグループの老ボスで

あるノスリは交尾期になると群れを追われ,昨年

は主群から出ていったカニによって,今年は同じ

くゲバによって,完全に群れから追われてしまっ

ている｡今年度訪れた研究者は延㌘0人日であり,

その他大学,報道機関等の関係者は延100人日以

上になる｡59年8月の時点での島内の個体数はマ

キグループ13頭を含め100頭であり,この10年間

ほとんど変動していない｡〔今年度中の出産は15

例中うち8頭が死亡した〕

2.下北研究林

岡野美佐夫 ･束 英生(共同利用研究員)は8

月下旬～4月初旬にM群を追跡し,オトナメス1

頭にテレメータ-発振器を装着した｡まったく餌

づけされていない野生群の麻酔捕連としては虫初

の例である(M群は人づけされてはいる)｡各月

10日間7月まで追跡したが,追跡中に発振がとだ

えた.回路部品の初期不良によると思われる｡1986

年の岡野による新薬の採食からチシマザサのタケ

ノコの採食にいたる土地利用を再確認し,チシマ

ザサ採食のさいの遊動の特性が明らかになった｡

12月にあしの会(需給代表)と共同で全域の分

布と個体数の調査を行った｡Z群は2つ,Ⅰ群は

8つのグループに分れていた｡行動域も既知のよ

りさらに拡大していることが判明した｡

8.上信越研究林

横湯川流域の植生とSeedtrap法による果実

生産量の調査(小見山草,岐早大),志賀C群の
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生態,行動調査(随 斉ら,碑京良工大),志fE

A2群の生惜調禿(長谷川好一ら,究大)が,ひき

つづき行われた｡樹皮･冬芽の刑化率実験(中山

裕乳 北大)が行われた｡山本故蛾(志幻市原野

外博物館),和田一札 鈴木 苑,陸 斉,n田

英士(地獄谷野授公苑)らは,拭協川下流域の山

ノ内町で卯発する殺害問題について話し合い,

杭沿JH流域のニホンザルの地域個体群の問題につ

いて検討した｡

4.木曽研究林

4月から9月までの間,ショウブ乎観察場にお

けるS群の観察が行われたが,5月まで安定して

いた約110匹の群れのうち6月に1位と2位のリ

ーダーオスが行方不明となり,7月から群れが非

常に不安定になってはば同大の2個の群れに分裂

した｡その一群が8位リーダーにひきいられて餌

場にきていたが,その8位も行方不明となって,

9月には教頭の新オスがこの分裂群と行動を共に

していた｡しかしオス間の噸位はまだ固定しなか

った｡

猿害防除の万は,先手を打って脅しを加えたの

がそれぞれに成功しA群,K群,S群とその分裂
群すべてほとんど害を及ぼさず,ごく一部を除い

て概して平穏な一年であった｡こうして威しを適

時に行うことの意味がこれまで以上に砕められた｡

5.屋久島研究棟

ヤクニホンザル自然群におけろオスとメスの繋

煎戦略〔竹門直比(京大･大学院),David.S.

Sprague(京大･理),塚原高広(究大･大学院)〕

が共同利用研究として行われた｡副産物として

Arkの分裂の課程の追跡を行った｡

好広晃一(龍谷大),黒木一男(寮星高),大

竹 勝,山極等-(JMC),東らによって瀬切
川中流域のヤクザルの生態学的研究を継続した｡

屋久島全島での猿害;猿害対策として採用され

た生け捕り捕連とヤクザルの地域個体群の保茸を

めぐる矛盾が深刻化した｡退去4年間の補招致は

1,500-1,800頭(生息頭数推計2,500-3,600

疏)｡招肥地一郎,荷田正治(虎児E3大･戊),

川村,乱 N.田末野(京大･理),米 英生(W
MO),泉山茂之(プレック研),山際･大竹(
JMC)らにより地元との協力のもとで適正で有

効な被告防除対節の開発･検討･プランニングの

ための基礎調査が行われた｡

研究概要

1)串良のサルの生儒学的社会学的研死

泣辺邦夫･山口EI嗣 ･冠地田士9]

従来からの継続として,ポピュレーション動態

に閃すろ紙ff料を収舛し,定期的にほぼ全仰休の
体正を測定している｡また熊田円でおこったトビ

カルなできごとや,通年の変化について分析をす

すめている｡

2)スラウェシマカクの社会生態学的研究

渡辺邦夫

研究所の特別事業矧 こより1983*8月より一年

間,インドネシアにおいてスラウェシマカク7種

の比較生態学的研究を行った｡今年度は特にその

うちのMacacaheckiについて重点的な調査がな

された｡

3)ニホンザルの社会生態学,とくに自然群の

環境利用とグルーピング･社会構造

東 滋 ･足沢貞成･

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境

で,遊動する群れが示す生活と社会現象をとらえ

なおすために,･屋久島と下北半島西部の地域個体

群について継続的な調査を行っている｡

4)下北西北域の群れの遊動に関する研究

足沢貞成

下北西北域のM,Ⅰ,Z各群ともニホンザルで
は有数の広大な遊動域をもつ｡なぜそうなのか,

また内部の構造はどうなっているのか,の二点に

焦点を当てて資料を集めつつあろ｡

5)熱帯降雨林の霊長類の群集生態学

宋 滋

同所的に生息する数種の霊長類について種間関

係,個体群構造,資源利用などに関して比較社会

生態学研究を行い,community構造のなりたち

を考えろ｡

総説･報告

1)宋 滋 :下北半島のサルー日本の野生動物

その現状と保惣-｡江川正串ほか ｢日本の動

物｣(共著)｡

2)川村授戒 ･穴 滋･永山茂之 ･,田.田宋蒋(

1987):ヤクザルの被告防除と野生生物管理

一現状と問題点一,｢環境科学｣特別研究報
告,屋久E3生物圏搾誰区の動闇と管理に関す

る研究(田川日出夫嗣)(1987.8),88

一一96.
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8)束 滋 :サルと森と人-ひとつの生物的自

然の歴史-,同上(再録)｡79-87.

4)足沢貞成 :今冬の調査結果の概要｡｢きると
ひば｣(1986.1.10)

学会発表

斑 滋(1986):下北西北域のニホンザルの個

体群の動きと森林の変化｡日本晴乳動物学会第

1回大会,横浜国大にて｡

サル類保健飼育管理施設

松林清明(施設長･兼)｡後藤俊二 ･鈴木樹理

松林伸子0

61年度は研究所における実験用サル類の飼育お

よび研究使用に関して大きな転換が為された年で

あった｡従来のサルの研究使用とくに実験中の拘

束に対して,欧米から批判が寄せられたことに瑞

を発し,サル校の取り扱いを見直す動きが具体化

した｡即ちサル委員会を中山こ,米国NIHのガ

イドライン(19終年改訂版)に基本的に準拠した

｢サル類の飼育管理および使用に関する指針｣を

研究所独自にまとめ,またこの指針で定めた規格

に合わなくなった現有の飼育ケージを全面的に更

新すろ為の予算化が図られた｡上記指針は,サル

類の飼育や使用に際して,動物に無用な苦痛を与

えない串を主眼としたもので,場合によっては実

験手技さえ制限する厳しいものであり,これがき

ちんと守られているかどうかを監視する委員会の

設田も義務づけている｡当研究所のこの措置は,

国内の他の研兜機構にも影響を与え,いくつかの

学会 ･大学で,動物実験のあり方を規制または再

検討する気運が高まっている｡当施設は直接サル

校を扱う部署として,この間題に対して今後も大

きなff任をになってゆかねばならないだろう｡

研究活動としては,松林(宿)･後藤の2名が,

マカクの種分化に関する海外学術調査の一環とし

て.ミクロネシア･パラオ共和国のアンガウル島

で,カニクイザルの捕投調査を行った(11月-12

月)｡菜務面では,飼育ザルの所内繁殖は年間に

97頭,病気等による死亡は51頭という実損で,自

家実地態勢 ･保健管理業務ともにはは平常状態に

1)教務職員

安定してきたと云えよう｡人事面では,事務補佐

員であった伴野芳枝,飼育担当の春原則子両名が

退職し,後任に非常勤職員として今井志江(事務

担当),東俊之(飼育担当)の2名が採用された｡

研究概要

1)サル類の繁殖に関する研究

松林清明

チンパンジー精液の凍結保存法について,引き

続き検討を重ねた｡また所内で生まれたマカクの

第二次性比および1才性比を調べ,飼育下におけ

る性差を調べた｡

2)実験動物としてのサルの開発の研究

松林清明

パラオ共和国アンガウル島に約80年前に少数導

入されたと云われるカニクイザルの迫伝的変異性

を調べる為､現地で70頭を捕控､サンプルを持ち

帰った｡現在分析を行っている｡

3)マカク頬の成長に伴う限内祝所見の推移

後藤俊二

各種マカク類を対象に,加齢による屈折率や眼

底像の形態変化等について,単色光撮影法を応用

し観察を行っている｡ ･

4)サル類寄生虫症の疫学的･臨床病理学的研

究

後藤俊二

各地の野外生活ニホンザル群を対象に,消化管

内寄生虫柏の,生息環境による差異や季節変動等

について調査を行っている｡また,飼育下におけ

る伝播や腸炎発生と原虫相の関連等についての研

究を進めている｡

5)サル校の成長の生理学的および形態学的研

究

鈴木樹理

各種サル類の成長を,血中各種ホルモン･酵素

などの計測並びに生体計測によって解析した｡カ

ニクイザル･ニホンザル･アカゲザル･タイワン

ザル ･ボンネットザルについて研究を進めている｡

6)サル頬疾病の病理学的研究

鈴木税理

本研究所および野外で死亡したサル矧 こついて,

主に,死亡率の高いと思われる出生直後から幼若

齢までの死亡例を中心に,病理学的検索を行い,

そのおもな原因および年齢によろ疾病傾向および

各種疾病の病理形態の解明を行った｡
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